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Ⅴ．特記事項 

 

1． 社会貢献と学生の実践的学びの場 

〇親子教室「あそびの森」 

 幼児教育学科では、平成 15(2003)年度から地域との共生をテーマとして、短期大学の理

念・特性を生かした子育て支援のあり方と支援業務をいかに学生育成につなげるかについ

て試行錯誤を試み、平成 16(2004)年度後期より、子育て支援プログラム「あそびの森」【資

料 A-1-1】を開設することになった。「あそびの森」の活動は、プログラム開始から本年度

で 19 年目を迎え、この間の利用者は延べ 2 万人を超え、子育て支援活動に積極的に取り

組む本学の姿勢を強く地域社会に示してきた。 

 子育て支援プログラム「あそびの森」は、本学の模擬保育室(通称「あそびの森」)等を

会場に、未就学児と保護者が共に遊びを楽しめる内容を学生が計画・準備して実践してい

る。このプログラムの特色は、様々な遊びを提供する中で、学生が親と子に実際に関わる

体験を積みながら自然に人間的成長を遂げ、地域の子育て支援に貢献できる実践力を育成

することにある。「あそびの森」の理念は、「子育ち親育ち・学生の心の育成」である。親

は子どもと遊びを共有することでその気持ちを理解し、親自身も成長することができる。

子どもは親と遊びながら温かさや優しさを感じ、人やものと触れ合って遊ぶ楽しさを知り、

豊かに心を耕す。さらに学生は、遊びの支援を通して実習では経験ができない親と子のつ

ながりを間近に体験するのであり、こういった教育方法は子育て支援に関わる社会貢献の

みならず、保育者・教育者として学生を成長させ、有為な人材の育成に大きく寄与してい

る。 

 開設以来、「あそびの森」は参加者の多様なニーズに応えながらその内容を充実させ、

年々発展的変貌を遂げている。令和 2(2020)年度には保育実習室を、幼稚園・保育所で使

用されている机や椅子、ロッカー等を備えた模擬保育室と、保育活動にも使えるダンスス

タジオに改装し、施設を整えた。令和 3(2021)年度には毎回、保護者の方たちが子育てに

ついて情報共有する時間を設け、経験と知識が豊富な教員が話に加わり好評を得た。「あそ

びの森」の情報はホームページに公開しており、広く社会に周知されている。 

  


